
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

凡例

公共交通

自動車

バイク

徒歩

自転車

全体

～30分

53.6%

64.7%

58.7%

43.2%

38.9%

56.9%

～1時間

7.7%

8.9%

22.0%

25.7%

8.0%

8.9%

～2時間

10.0%

9.5%

9.0%

12.2%

17.2%

10.5%

～3時間

9.4%

6.0%

7.6%

2.8%

7.6%

～5時間

12.6%

7.6%

7.4%

17.5%

10.4%

～7時間

5.1%

2.3%

10.3%

3.8%

3.1%

3.9%

7時間以上

1.5%

1.1%

12.6%

1.8%

通通買私 業

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

凡例

平成6年

平成20年

徒歩・二輪

19.7%

29.1%

バス

22.3%

29.2%

路面電車

43.1%

35.0%

その他

14.9%

6.7%

通通買 私 業

・都心は、ＪＲ、アストラムライン、路面電車、路

線バスの公共交通機関によってカバーされてい

る。 

（資料：平成 6 年のデータは既存交通機関利用実態調査） 
（資料：平成 20 年のデータは広島市交通実態調査） 

凡例 

■JR 広島駅降客の交通機関分担（紙屋町・八丁堀地区方面） 

■鉄軌道駅及びバス停の徒歩圏域 

（資料：広島市交通実態調査） 

市全域 

都心着 

  鉄軌道徒歩圏 
（JR・ｱｽﾄﾗﾑﾗｲﾝ駅が半径 800m、路面電車が半径 500m） 

 
  バス停徒歩圏 （半径 300m） 

・公共交通及び自転車を利用して都心へ買物や私用

で訪れる人は、自動車利用者と比べて、滞在時間

が長い傾向にある。 

凡例 

平成 6 年 

（資料：広島市交通実態調査） 
 （集計対象は広島市居住者） 

ウ デルタ市街地以外の地区から紙屋町・八丁堀地区 

への買物・私用の際の代表交通手段別滞在時間                 

駐輪場整備台数（台） 放置台数（台） 

ア 都心における公共交通利用圏            イ 代表交通手段 

・広島市居住者の都心への交通手段は、市全域に比べ

て自動車が少なく、公共交通機関や徒歩が多い。 

・ＪＲ広島駅から紙屋町・八丁堀地区を目的地とする

交通手段は、徒歩・二輪及びバスが増加している。 
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・歩道が設置され、美装化されている箇所の方が、歩行者密度が高くなる傾向にある。 
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道路の安全性

店舗等の魅力

景観

休憩施設(ベンチ・喫煙所)

アクセス性

その他

特になし

Q11-6 改善すべき点

（資料：平成 26 年度広島市都心部実態調査） 

■歩道の有無と歩行者密度の関係 ■歩道の美装化の有無と歩行者密度の関係 

（資料：平成 26 年度広島市都心部実態調査） 

（資料：国土数値情報より作成） 

 カ 都心の通りで改善すべき点（都心の来訪者に対してのアンケート【自由意見】） 

（資料：平成 26 年度広島市都心部実態調査（都心の来訪者に対してのアンケート）） 

 

■広島市居住者の代表交通手段

構成 

※自由意見の内容を踏まえ分類 

(9) 道路・交通 

・駐輪場の整備、放置自転車対策の徹底などにより、放

置自転車は減少傾向にある。 

平成 20 年 

・都心の通りで改善すべき点として、「歩行者の安全」と「休憩施設」に対する意見が多い。 

9 

 

 オ 歩行者密度との相関 【※都心における歩行者密度の状況については、7 ページを参考】 

・メイン通りをはずれると、道
幅が狭く、歩行者と車が一緒
になり危険 

エ 自転車等放置規制区域における放置台数と駐輪場 

整備台数の推移 

（資料：広島市道路交通局資料） 

現 状 

○都心は既存の公共交通機関によってカバーされている。 
○都心へのアクセスは公共交通機関の利用が多く、徒歩や二輪の利用も増えてい
る。 

○歩行空間における歩行者の安全や休憩施設について改善を望む意見が多い。 

 

自由意見の主な内容（抜粋） 

現状分析の視点 
（想定する課題） 

○自動車の利用が多く、歩行者が歩きやすい空間が少ないのではないか。 

 

・本通り周辺にベンチなどの休
憩施設が足りない 

歩行者の安全 

（件） 


